
－南湖西岸域で操業されるエリの漁獲に現れる外来魚の経年変化について－ 
 

鵣飼広之・山根 猛（大津漁業協同組合） 
 

エリの漁獲量・組成は漁場に来遊する種別の個体群量に基本的には規定されている。こ

こで、エリの漁獲能力が一定であることを仮定すれば，湖岸における魚類の時間･空間分布

は、漁獲量･種組成に反映するとみて差し支えなかろう。つまり，エリ漁業で漁獲される漁

獲量・種組成はエリ設置場所周辺における魚類の分布状況を反映することが予想される。

琵琶湖漁業において，その基幹漁業と見做せるエリ漁業への外来魚の影響について、漁業

のもつ多面的な機能のうち，環境モニタリング機能に着目し，エリを定点モニタリング・

ポストと見做しその漁獲量･組成の経年的な推移を追跡することができれば，エリ漁場周辺

に漁期中来遊する個体群量・種組成の時間経過にともなう変動についての情報が得られる

ことが期待できる。 

ここでは、ケース・スタディとして、琵琶湖南湖西岸比叡辻沖に設置されるエリの日別

種別漁獲統計（1991 年～2009 年）資料を用いて分析した結果を報告する。当該エリの漁獲

種は 1996 年度以降、外来種であるオオクチバスそしてブルーギルが在来種に代わって、漁

獲量の大部分を占めている（2009 年；83％）。在来種の日別平均漁獲量は 6.0 ㎏（2005 年）

から 59.6 ㎏（1997 年）の範囲で変動している。一方、外来種は 9.2 ㎏(1993 年)から 180.4
㎏(2001 年)の範囲で変動している。最大値で比較すると、後者は前者のおよそ 3 倍になる。

外来種は 2001 年以降減少傾向にあるとはいえ、依然 50.5 ㎏から 153.9 ㎏の変動範囲で推

移している。エリ漁は湖岸に来遊する在来種の漁獲を目的に操業されてきた。現在、在来

種の漁獲量は総漁獲量の 16.5％に減少している。一方、外来種の漁獲量は同期間で最大で

およそ 6 倍に増加している。外来種・在来種の漁獲の多寡に加えて、種組成の変化を評価

できれば、外来魚の生態系への影響について評価する場合の資料になることが期待される。 
そこで、エリ漁場周辺における来遊魚種の多様性を包括的に検討する為、シャノンの多

様度指数（δ）を求め、上記期間における種多様性について検討した。δは当該期間では、

1993 年度（δ＝0.67）をピークに減少し、2000 年度にはピーク時のおよそ 1/3（δ＝0.24）
になった。来遊する魚種組成が貧相化していることがわかる。2001 年度以降、δは緩やか

な増加傾向を示すものの、ピーク・レベルには回復していない（2009 年；δ＝0.48）。 
内水面漁業が操業される湖沼において，無秩序に放流された外来種の当該湖沼生態系や

漁業への影響が危惧されている。琵琶湖南湖西岸域で進行している湖岸生態系撹乱が漁業

生産に負の影響を与えていることを結果は示唆している。外来魚問題について論議される

場合、オオクチバスの生態系に及ぼす影響について主に議論されてきた。一方、当該漁場

では、ブルーギルの漁獲が卓越していることが明確になった。今後は、オオクチバスに加

えてブルーギルを含めた外来種の駆除対策を立てることが、在来種を対象とする琵琶湖漁

業の活性化そして琵琶湖生態系保全のためには不可欠だろう。 


